
３ 政策評価審査委員会における全体的な総括について

施策全体の評価結果としては、一部の施策において、成果指標が第１期実施計画策定

時の現状値を下回るものや、取組に遅れが生じているものが見受けられたものの、多く

の施策については、第１期実施計画に掲げた目標に向かって、一定進捗していると認め

られました。 

また、本委員会での審議結果を踏まえ、今後の課題や評価の方向性について、次のと

おり意見をまとめました。 

① 効果的にＰＤＣＡサイクルが機能する進行管理・評価の実施 

計画策定時の現状値から下がった成果指標や目標値に達していない成果指標につ

いては、まずはその指標を補う代替的な効果を示すとともに、現状から数値が悪化し

た又は目標値に達していない原因をしっかりと分析し、課題を明確化することで、今

後の取組改善につなげるなど、効果的にＰＤＣＡサイクルが機能する進行管理・評価

としていくことを強く望みます。 

 また、政策に設定した「市民の実感指標」の結果と、施策に設定した成果指標との

結果に相違がみられるものについては、その状況も十分に踏まえ、取組の改善等につ

なげていくことを期待します。 

② 施策の効果を幅広く把握するための手法の検討 

施策に設定した成果指標だけでは、現在の取組の効果を把握しきれていないものが

見受けられたことから、現在進めている取組の効果を定量的・定性的な面から幅広く

把握しながら、施策の達成状況を確認していく必要があると感じます。そのためには、

現在の施策評価シートにおいて、補足的に記述することとしている定性的な成果の欄

を、定量的な成果の欄と同等の扱いにするよう改善を行うなど、より幅広く効果を把

握できる評価シートとしていくことを期待します。 

③ 第２期実施計画に向けた施策の効果測定における精度の向上 

総合計画第２期実施計画の策定に合わせて、改めて施策の直接目標と現在設定して

いる成果指標との整合性を確認し、必要に応じて新たな成果指標を設定するなど、施

策の効果測定の精度を高めていくことを期待します。 
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